
 JR東日本 常務取締役の渡利です。

 本日はお忙しい中、決算説明会にご参加いただきありがとうございます。
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 始めに、今期決算の概要と変革のスピードアップの進捗についてご説明します
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 第２四半期は、コロナウイルス影響からの反動により、全てのセグメントで増収増益と
なり、第１四半期から引き続き全てのセグメントで黒字を達成しました。

 第２四半期実績及び足元の状況等に鑑み、通期業績予想の変更は行わないこと
といたしました。引き続き計画の達成に向けてグループ一丸となって取り組んで参りま
す。

 配当予想についても変更はありません。
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 決算のハイライトです。

 新型コロナウイルスからの回復により、連結決算・単体決算共に対前年増収増益と
なり、全ての利益で黒字を達成しております。
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 6ページです。

 当社では、中期経営計画「変革2027」の達成に向け、ポストコロナの不可逆的な
変化に対応することを目的とした「変革のスピードアップ」に取り組んでいます。

 本方針に基づき、主な取組みを紹介します。
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 7ページです。旅行・移動需要の喚起、収益最大化です

 今年は鉄道開業150周年の年であること、当社新幹線の各方面が周年を迎えるこ
とから、この機会を活かし収益の最大化に取り組みます。併せてインバウンド収入は、
今期85億円を目指して、積極的に需要を取り込んでいきます。

 MaaSについても、展開地域を拡大しています。

 交通系電子マネーの１日のご利用件数が1,000万件を突破しました。引き続き加
盟店の拡大に取り組んでいきます。

 その他、保有資産を活用したビジネスも進めており、本年度から、鉄道事業用光ファ
イバ心線の貸し出し事業を法人向けに拡大しました。
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 8ぺージ、Beyond Stations構想についてです。

 コロナ禍で本格開始したJRE MALL、STATION WORK、はこビュンについては、会
員数や取引先を徐々に伸ばし、ビジネスを着実に成長させています。

 また、びゅうプラザの跡地に、飲食やイベントも提供する複合施設「Eki Tabi
MARKET」をオープンしました。

 駅という人が集まるアセットを最大限活用すると共に、お客さまのライフスタイルやニーズ
の変化に柔軟に対応しながら、事業の拡大を目指します。
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 ９・10ページでは、まちづくりについて記載しております。

 地図にあるように、この先首都圏で大きな開発を控えています。特にこの先数年では、
高輪ゲートウェイシティ・大井町広町開発計画の建設が本格化します。

 また、その先には渋谷スクランブルスクエアの中央棟・西棟の開業を控えています。
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 まちづくりの続きです。他社との共同事業も含め、多くの開発を控えております。

 なお、コロナ禍に開業したWATERS takeshiba、KAWASAKI DELTA、
MEGURO MARCについても、概ね本開業以降当社の計画通りに営業している状
況です。

 不動産事業における回転型ビジネスモデルについては、今年度は約300億円規模で
のファンド等への売却を計画しています。

 引き続き長期保有型物件と流動化物件を戦略的に使い分け、当社グループの持続
的な成長につなげていきます。
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 11ページです。構造改革による鉄道事業のオペレーションコスト1,000億円の削減で
す。

 内容は2021年度期末決算でお示ししたものと同じです。

 コロナ禍でコストを緊急的に抑制してまいりましたが、今後中・長期視点でのコストダウ
ンにシフトし、鉄道事業で安定的に利益を出せる体質を目指して取り組んでいます。
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 12ページです。ピーク需要の分散化の施策です。当社では、首都圏における朝ラッ
シュ時間帯におけるピーク需要の分散と、季節別によるピーク需要の分散の両方を目
指しています。

 先日オフピーク定期券の発売に向けた認可申請について発表しました。東京の電車
特定区間において、通常の通勤定期券は約1.4％値上げし、オフピーク定期券は約
10％値下げすることで、エリア内の通勤定期ご利用のお客さまの約５％がオフピーク
時間帯へシフトすることを見込んでいます。

 併せて季節別ピークシフトでは、今年度から始めた料金幅の拡大を、グリーン車等へ
も拡大します。

 本効果は増収に寄与する施策ではありませんが、需要を平準化することで、必要なア
セットの削減を目指していきます。
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 13ページです。山手線で自動運転の実証運転試験を行っています。地方ではワンマ
ン運転を引き続き拡大しているところですが、首都圏では将来的なドライバレス運転
の実現を目指して取り組んでいきます。

 技術を活用し、鉄道メンテナンス・建設工事のDXを推進すると共に、メンテナンスの
必要点数を削減する努力も引き続き行っています。
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 14ページです。ご利用の少ない線区のあり方について、地元との協議を進めています。

 ７月に、1日あたりのご利用が2,000人未満の線区について収支を公表しました。

 国の検討会で一定の方針は示されましたが、当社としては必ずしも協議会の設置を
待ってからの議論とするのではなく、並行して沿線自治体の皆様と今後どのような交
通体系があるべきかについてコミュニケーションを加速していきます。
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 15ページです。ゼロカーボン・チャレンジ2050についてです。

 ７月にエネルギービジョン2027を策定しました。本ビジョンにて、特に削減量が多い
JR東日本のCO₂排出量削減については、再生エネルギー・省エネルギー・自営発電
電源それぞれの削減割合を定めて取り組んでいきます。

 お示しした施策を推進し、目標実現に向けた具体的な取組みを加速していきます。
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 16ページです。地方創生・社会への貢献についてです。

 2023年以降、Suicaエリアを東北４県に拡大します。併せて、ご利用の少ない地域
では、地域連携ICカードの導入を進めることで、ICカードのご利用拡大を推進してい
きます。

 地方エリアでは、いわき駅前にスマートホテルを開業します。また、地方創生型ワークプ
レイスや６次産業など様々な形で地域に貢献していきます。

 バリアフリー設備の整備推進も進めています。来年の３月からは、鉄道駅バリアフリー
料金制度を活用していきます。併せてJRE MALL ではふるさと納税なども拡大してい
ます。
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 株主還元については参考です。
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 続きまして、第2四半期決算の実績です。
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 19ページです。

 連結営業損益について、前期からの増減要素です。

 収入は、コロナ反動による増が約2,300億円となっています。

 セグメント別の内訳は、運輸収入は約1,760億円、流通・サービス事業は約240億
円、不動産・ホテル事業は約200億円となっております。

 費用は、燃料費高騰による動力費・電気料が増加しています。
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 20ページです。

 第２四半期の連結営業利益は３期ぶりの黒字となりました。

 運輸事業は、鉄道利用の回復により、２期連続の増収となり、３期ぶりの黒字とな
りました。

 流通・サービス事業は、エキナカ利用の回復により、不動産・ホテル事業はホテル・
ショッピングセンター利用の回復によりそれぞれ増収となりました。

 その他はクレジットカード利用の回復により増収となりました。
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 21ページです。

 鉄道運輸収入の実績と今後の見通しです。

 定期収入はコロナ前対比約75%の水準を計画していましたが、2Q累計実績は約
77%となりました。

 定期外収入は、在来線がコロナ前対比約78%、新幹線がコロナ前対比約62%と
なりました。

 新型コロナウイルス第７波の影響で７～８月にかけて落ち込みましたが、今期末で
在来線関東圏はコロナ前対比約95%に、新幹線は約90%の水準に到達する見
通しです。
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 22ページです。

 連結損益計算書です。
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 23ページです。

 鉄道事業は運輸収入がコロナ前対比で約70%の水準となりましたが、計画を下回っ
ています。
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 24ページです。

 エキナカ事業、広告事業ともに前年対比で増収となりましたが、計画を下回っていま
す。
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 25ページです。

 ショッピングセンター事業はコロナ前対比約85%、オフィス事業もコロナ前対比約
130%となり、計画通りで推移しています。 ホテル事業はコロナ前対比約80%となり、
計画を上回っています。
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 26ページです。

 クレジットカード事業はカード取扱高の増による増収となりました。

 Suica電子マネーのご利用件数はコロナ前対比約130%で推移する見通しとなって
おります。
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 27ページです。

 連結キャッシュ・フロー計算書です。
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 28ページです。

 設備投資額の推移です。 今期は、安全を前提に維持更新投資は抑制しつつ、成
長投資を着実に実施していきます。
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 29ページです。

 有利子負債残高の推移です。
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 30ページです。

 連結通期計画です。
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 以降は参考です。
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